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今月の主な記事
住 民 の 動 き

平成２１年２月末現在（ ）内は前月比

１５歳未満５，４０６人（－１９）

６５歳以上５，２０１人（＋３１）

平均年齢４０．４６歳

人 口 ３３，１８５人（＋１７）

男 １５，９８１人（＋２６）

女 １７，２０４人（＋９）

世帯数 １１，９９１戸（＋３０）

平成２１年３月１５日 発行
編集・発行

〒７７１‐１２９２
徳島県藍住町企画調整課
Tel.０８８‐６３７‐３１２４（毎月１５日発行）

印刷 徳島出版株式会社
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民
健
康
保
険
証
は
、
４
月
か
ら
被
保
険

者
ご
と
に
カ
ー
ド
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

・
平
成
２２
年
３
月
３１
日
ま
で
に
７５
歳
に
な
る

方・
平
成
２２
年
３
月
３１
日
ま
で
に
６５
歳
に
な
る

退
職
者
医
療
該
当
の
方
と
そ
の
扶
養
者
は
、

有
効
期
限
が
年
度
途
中
と
な
っ
て
い
ま
す
が

新
し
い
保
険
証
は
有
効
期
限
ま
で
に
送
付
し

ま
す
。

な
お
、
４
月
に
な
っ
て
も
保
険
証
が
届
か

な
い
場
合
は
保
健
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

届届
出出
をを
忘忘
れれ
ずず
にに
・・
・・
・・

他
保
険
へ
の
加
入
な
ど
で
資
格
が
変
更
し

た
と
き
、
他
市
町
村
に
住
所
の
あ
る
学
生
の

方
や
他
市
町
村
の
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る

方
（
住
所
地
特
例
）
は
、
必
ず
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
滞
納
世
帯
に
は
、
短
期

保
険
証
ま
た
は
資
格
証
明
書
を
交
付
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
短
期
証
、
資
格
証
対
象
者

に
は
個
別
通
知
を
し
ま
す
の
で
、
保
健
衛
生

課
窓
口
へ
印
鑑
・
通
知
・
旧
保
険
証
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

高高
齢齢
受受
給給
者者
証証
をを
送送
付付
しし
まま
すす

お
届
け
の
保
険
証
と
一
緒
に
医
療
機
関
の

窓
口
で
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
高
齢
受

給
者
証
の
有
効
期
限
は
平
成
２１
年
７
月
３１
日

で
す
。
（
有
効
期
限
ま
で
に
７５
歳
を
迎
え
る

方
は
、
誕
生
日
の
前
日
）

対
象
者
は
藍
住
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
で
、
昭
和
９
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
１４
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。
こ
れ

以
後
の
対
象
者
に
は
７５
歳
に
到
達
次
第
随
時

送
付
し
ま
す
。

問
保
健
衛
生
課（
�
６
３
７
・
３
１
１
５
）

国国
民民
健健
康康
保保
険険
証証
がが
カカ
ーー
ドド
にに
なな
りり
まま
すす

〜〜
記記
載載
内内
容容
にに
間間
違違
いい
がが
なな
いい
かか
確確
認認
しし
まま
しし
ょょ
うう
〜〜

４
月
１
日
以
降
は
、
今
回
お
届
け
の
保
険
証
（
カ
ー
ド
）
を
医
療
機
関
の

窓
口
で
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

新新ししいい保保険険証証ののイイメメーージジ

国民健康保険被保険者証
有効期限 平成２２年 ３月３１日

記号 １２３ 番号 １２３４５６７
氏 名 藍住 太郎 性別 男
生 年 月 日 昭和 ３５ 年 １ 月 ５ 日
資格取得年月日 昭和 ４２ 年 １ 月 １ 日
交付年月日 平成 ２１ 年 ４ 月 １ 日
世帯主氏名 藍住 太郎
住 所 徳島県板野郡藍住町奥野字矢上前５２－１

保険者番号 ６７３６０２５５ 保険者名 藍住町

国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
が
保
険
税
を

納
め
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
治
療
を
う

け
た
と
き
、
医
療
費
の
一
部
を
負
担
す
る
だ

け
で
済
む
の
も
国
民
健
康
保
険
が
残
金
を
支

払
っ
て
い
る
た
め
で
、
国
保
税
を
納
め
な
い

人
が
い
る
と
国
保
の
お
金
が
不
足
し
、
ほ
か

の
人
の
負
担
が
重
く
な
っ
た
り
、
お
医
者
さ

ん
で
の
負
担
金
が
増
え
か
ね
ま
せ
ん
。

国
保
税
は
自
分
の
た
め
、
み
ん
な
の
た
め

に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
税
を
納
め
な
い
と
…

１

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
が
行
わ
れ

ま
す
。

�

２

通
常
よ
り
期
間
の
短
い
保
険
証
を
交

付
し
ま
す
。

３

滞
納
が
１
年
を
超
え
る
と
、
資
格
証

明
書
が
交
付
さ
れ
お
医
者
さ
ん
に
か

か
る
と
き
全
額
自
己
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

�

４

国
保
か
ら
支
給
さ
れ
る
療
養
費
・
高

額
療
養
費
・
出
産
育
児
一
時
金
・
葬

祭
費
等
が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。

�

５

さ
ら
に
滞
納
が
続
い
た
場
合
、
財
産

の
差
し
押
さ
え
な
ど
処
分
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

特
別
な
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
税
の
分
割
納
付
等
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
ささささささささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
のののののののののののののののののののののののののの
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
がががががががががががががががががががががががががが
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
をををををををををををををををををををををををををを
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
ええええええええええええええええええええええええええ
てててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

－
町
税
の
完
納
に
ご
協
力
を－

税
務
課
で
は
、
３
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
、
町
税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間
と
し
て

徴
収
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
町
税
滞
納

の
一
掃
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

い
ま
一
度
納
付
状
況
を
ご
確
認
の
う
え

納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
早
急
に
納
め

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
町
税
の
納
付
は
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
、
納
税
に
つ

い
て
の
相
談
、
口
座
振
替
の
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

広報あいずみ■ №７７７ ２
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〜
藍
住
町
生
活
応
援
事
業
に

ご
協
力
を
〜

臨臨
時時
議議
会会
開開
催催

図図
書書
館館
にに
寄寄
付付

定
額
給
付
金
事
業

定
額
給
付
金
事
業
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
支
援
や
後
退
す
る
景
気
対
策
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

■
給
付
金
の
給
付
対
象
者

平
成
２１
年
２
月
１
日
（
基
準
日
）
現
在
で

藍
住
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、給
付
を
受
け
る
の
は
、原
則
と
し
て

基
準
日
現
在
の
世
帯
の
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。

■
支
給
金
額

１
人
１
万
２
千
円
（
た
だ
し
、
昭
和
１９
年

２
月
２
日
以
前
生
ま
れ
の
人
と
平
成
２
年
２

月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
は
２
万
円
）

■
申
請
方
法

４
月
上
旬
に
定
額
給
付
金
申
請
書
を
世
帯

主
の
方
に
郵
送
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
公
的
身
分
証
明
書
・
振
込
先
金
融
機

関
の
通
帳
の
写
し
を
添
付
し
て
郵
送
に
よ
り

返
送
ま
た
は
町
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
給
付
金
振
込
予
定
日

振
込
は
４
月
下
旬
か
ら
実
施
す
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

問
企
画
調
整
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

子
育
て
応
援
特
別
手
当

多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期
の
子
育
て
の
負

担
に
対
し
配
慮
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
２０
年

度
の
み
の
緊
急
措
置
と
し
て
、
「
子
育
て
応

援
特
別
手
当
」
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

■
支
給
対
象
者

平
成
２１
年
２
月
１
日
（
基
準
日
）
現
在
で

藍
住
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
お
い
て
、
１８
歳

以
下
の
子
ど
も
が
２
人
以
上
い
る
世
帯
で
、

第
２
子
以
降
の
子
が
平
成
１４
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
１７
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
児

童
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
が
申
請
・
受
給
が

で
き
ま
す
。

■
支
給
金
額

支
給
対
象
で
あ
る
児
童
１
人
に
対
し
３
万

６
千
円

■
申
請
方
法

４
月
上
旬
に
子
育
て
応
援
特
別
手
当
申
請

書
を
世
帯
主
の
方
に
郵
送
し
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
公
的
身
分
証
明
書
・
振
込

先
金
融
機
関
の
通
帳
の
写
し
を
添
付
し
て
郵

送
に
よ
り
返
送
ま
た
は
町
の
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
給
付
金
振
込
予
定
日

振
込
は
４
月
下
旬
か
ら
実
施
す
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

問
福
祉
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

※※
現現
在在
、、
多多
発発
しし
てて
いい
るる
定定
額額

給給
付付
金金
関関
係係
のの
振振
込込
詐詐
欺欺
等等
にに

注注
意意
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

協協
賛賛
店店
募募
集集
！！

本
町
で
は
定
額
給
付
金
の
支
給
に
伴
い
、

関
連
事
業
と
し
て
「
藍
住
町
生
活
応
援
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
町
内
の

商
店
等
で
利
用
で
き
る
割
引
券
を
発
行
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
支
援
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
町
内
の
小
売
業
、
飲
食
店
、
生
活

関
連
サ
ー
ビ
ス
業
（
理
美
容
店
・
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
等
）、物
品
賃
貸
業
等
（
レ
ン
タ
ル
Ｄ

Ｖ
Ｄ
店
等
）
の
方
を
対
象
に
協
賛
店
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
を
検
討
さ
れ
る
方
は
企
画
調
整
課
ま

で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
事
業
の
概
要
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、

申
込
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
募
集
期
間

３
月
１６
日
（
月
）
〜
２７
日
（
金
）

申
企
画
調
整
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
４
）

定定
額額
給給
付付
金金
事事
業業
・・
子子
育育
てて
応応
援援
特特
別別
手手
当当
がが
始始
まま
りり
まま
すす

２
月
２０
日
に
臨
時
議
会
を
開
催
し
、
２
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◆
第
１
号
議
案

平
成
２０
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

・
定
額
給
付
金
給
付
事
業
等
、
５
億
３
千
９

百
５５
万
５
千
円
追
加
し
て
総
額
９１
億
２
千
２

百
５５
万
５
千
円

◆
第
２
号
議
案

藍
住
北
小
学
校
地
震
補
強
及
び
大
規
模
改
造

（
障
害
）
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

・
契
約
金
額

２
億
５
千
３
百
５
万
円

・
契
約
相
手

五
洋
建
設
（
株
）
四
国
支
店

昨
年
１１
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
元
藍
住
町
議

会
議
長
の
吉
田
昭
二
さ
ん
の
ご
遺
族（
笠
木
）

か
ら
、
図
書
館
に
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
Ｃ
Ｄ

５３
セ
ッ
ト
の

寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

ご
厚
志
に

感
謝
し
有
意

義
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き

ま
す
。
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第第
３３
回回
資資
源源
ごご
みみ
リリ
ササ

イイ
クク
ルル
キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン

家家
電電
リリ
ササ
イイ
クク
ルル
法法

中中
学学
校校
給給
食食
業業
務務
をを
民民
間間
委委
託託

今
年
４
月
か
ら
藍
住
中
学
校
・
藍
住
東

中
学
校
の
給
食
業
務
の
民
間
委
託
が
始
ま

り
ま
す
。
委
託
す
る
業
務
は
調
理
・
洗
浄

業
務
と
そ
の
業
務
に
付
随
す
る
業
務
で
す
。

食
材
の
購
入
や
献
立
は
従
来
ど
お
り
、
県

栄
養
士
・
町
職
員
で
実
施
し
ま
す
。

委
託
業
者
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
委

託
業
者
選
定
委
員
会
が
衛
生
管
理
体
制
や

地
域
貢
献
な
ど
数
項
目
に
つ
い
て
、
応
募

業
者
（
５
業
者
）
か
ら
提
案
を
受
け
、
そ

の
内
容
を
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
最
も
提
案
内
容
が
優
れ

て
い
た
「
株
式
会
社

メ
フ
ォ
ス
」
を
平

成
２１
年
度
の
委
託
業
者
と
し
て
選
定
し
ま

し
た
。

問
教
育
委
員
会

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

家
庭
や
会
社
な
ど
で
不
要
に
な
っ
た
古
新

聞
を
回
収
し
て
そ
の
収
益
で
小
学
校
の
図
書

購
入
な
ど
に
役
立
て
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

４
月
１２
日
（
日
）
小
雨
決
行

午
前
８
時
〜
１０
時

回
収
場
所

町
内
各
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
で
受
け
取
り
ま
す
。
お

車
で
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

回
収
品
目

新
聞
（
チ
ラ
シ
）
・
雑
誌
・
ダ

ン
ボ
ー
ル

主

催

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

協

力

徳
島
新
聞
販
売
所

問
生
活
環
境
課（

�
６
３
７
・
３
１
１
６
）

消
費
者
が
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
を
負
担
し
、

小
売
業
者
が
収
集
運
搬
し
、
製
造
業
者
が
リ

サ
イ
ク
ル
を
行
う
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
分
担
の
も
と
に
、
ご
み
の
減
量
化
、
再
資

源
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

＊

家
電
４
品
目
「
洗
濯
機
、
エ
ア
コ
ン
、

冷
蔵
庫
及
び
冷
凍
庫
、
テ
レ
ビ
」

＊

平
成
２１
年
４
月
か
ら
は
、
「
液
晶
テ
レ

ビ
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
・
衣
類
乾
燥
機
」
も

対
象
品
目
に
含
ま
れ
ま
す
。

＊

家
電
４
品
目
の
処
分
を
依
頼
す
る
と
き

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
運
搬
手
数
料
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
購
入
し
た
小
売
店
ま

た
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課（

�
６
３
７
・
３
１
１
６
）

西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
�
６
９
２
・
７
４
１
１
）

◎
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」

場

所

中
央
保
育
所

開
設
日
時

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

◎

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」

場

所

東
保
育
所

開
設
日
時

火
曜
日
〜
木
曜
日

午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

内
容

・
育
児
相
談

・
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供

・
教
室
開
放

・
親
子
教
室

４
月
２３
日
（
木
）
か
ら

毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

い
つ
で
も
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
中
央
保
育
所（

�
６
９
２
・
３
１
０
５
）

東
保
育
所
（
�
６
４
１
・
３
０
４
５
）

平平
成成
２２１１
年年
度度

地地
域域
子子
育育
てて
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
ごご
案案
内内

現
在
、
平
成
２１
年
度
の
町
民
交
通
傷
害
保

険
加
入
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

加
入
対
象
者

藍
住
町
に
住
民
票
も
し
く
は
勤
務
地
の
あ

る
方

申
込
受
付
期
限

３
月
３１
日
（
火
）
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
き
ま
す
）

申
込
先

総
務
課

受
付
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

申
込
に
必
要
な
も
の

申
込
書
（
総
務
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
）

保
険
料
（
ひ
と
り
１
口
に
つ
き
４
８
０
円

で
最
大
２
口
ま
で
）

保
険
対
象
期
間

平
成
２１
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

保
険
金
（
１
口
あ
た
り
）

ケ
ガ
を
し
た
と
き
・
・
・
５
千
円
か
ら
１２

万
円

死
亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
を
永
久
に
残

し
た
と
き
・
・
・
１
０
０
万
円

問
総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

万万
一一
のの
交交
通通
事事
故故
にに
備備
ええ
まま
しし
ょょ
うう（（
受受
付付
はは
３３
月月
３３１１
日日（（
火火
））まま
でで
でで
すす
））

〜〜
町町
民民
交交
通通
傷傷
害害
保保
険険
加加
入入
者者
募募
集集
のの
ごご
案案
内内
〜〜
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徳
島
地
方
法
務
局
鳴
門
支
局
は
、
３
月
２３

日
（
月
）
に
、
徳
島
地
方
法
務
局
に
統
合
の

上
、
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
現
在
同
支
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る

不
動
産
や
商
業
法
人
等
の
登
記
事
務
等
す
べ

て
の
業
務
は
、
徳
島
地
方
法
務
局
で
取
り
扱

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
遺
言
書
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

や
、
会
社
等
の
定
款
認
証
、
私
署
証
書
に
対

す
る
確
定
日
付
の
付
与
な
ど
の
公
証
事
務
を

行
っ
て
い
る
「
鳴
門
公
証
役
場
ー
鳴
門
市
撫

養
町
斎
田
字
浜
端
南
１
５
４
番
地
」
は
、
移

転
す
る
こ
と
な
く
存
続
し
ま
す
。

問
徳
島
地
方
法
務
局
総
務
課

（
�
６
２
２
・
４
１
７
１
）

徳徳
島島
地地
方方
法法
務務
局局
鳴鳴
門門
支支
局局
のの
統統
合合
（（
廃廃
止止
））
のの
おお
知知
らら
せせ

○

し
く
み

１９
年
産
か
ら
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
農
産

物
を
生
産
す
る
担
い
手
（
認
定
農
業
者
、
特

定
農
業
団
体
等
）
を
対
象
に
、
当
年
の
収
入

額
が
標
準
的
な
収
入
額
を
下
回
っ
た
場
合
に
、

そ
の
９
割
を
補
て
ん
す
る
「
収
入
減
少
影
響

緩
和
対
策
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

○

加
入
手
続

☆

「
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
」
に
は
、

４
月
１
日
か
ら
の
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策

の
加
入
申
請
の
際
に
、
対
象
品
目
の
生
産
予

定
面
積
を
申
告
す
る
だ
け
で
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

☆

拠
出
金

に
つ
い
て
は

加
入
手
続
終

了
後
、
農
政

事
務
所
等
で

算
定
し
た
額

が
通
知
さ
れ

７
月
３１
日
ま

で
に
指
定
さ

れ
た
口
座
に
入
金
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問
徳
島
農
政
事
務
所
農
政
推
進
課
農
政
専

門
官
（
�
６
２
２
・
６
１
３
２
）

米米
・・
麦麦
・・
大大
豆豆
をを
生生
産産
しし
てて
いい
るる

生生
産産
調調
整整
（（
転転
作作
））
実実
施施
農農
家家
のの
皆皆
ささ
んん
へへ

〜
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
に
つ
い
て
〜

「
藍
住
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）」

町
で
は
、
快
適
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
長
期
的
な
指
針
「
藍
住
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
指
針
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
指

針
案
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
建
設

産
業
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
見
公
募
期
限

３
月
３１
日
（
火
）
必
着

問
建
設
産
業
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
２
）

パパ
ブブ
リリ
ッッ
クク
ココ
メメ
ンン
トト（（
意意
見見
公公
募募
））をを
しし
てて
いい
まま
すす

〜〜
皆皆
ささ
んん
のの
幅幅
広広
いい
ごご
意意
見見
をを
おお
寄寄
せせ
くく
だだ
ささ
いい
〜〜

４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料

平
成
２１
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
４
、
６
６
０
円

○
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
（
変

更
）
申
出
書
」
に
よ
り
、
金
融
機
関
ま
た
は

社
会
保
険
事
務
所
へ
。

○
納
付
す
る
場
所
は

４
月
に
送
付
さ
れ
る
「
国
民
年
金
保
険
料

納
付
案
内
書
」
を
使
用
し
て
、
お
近
く
の
金

融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部

不
可
）
な
ど
で
す
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
つ
い
て

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
、
被
保
険
者

ご
自
身
か
ら
事
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き

以
後
、
継
続
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社

が
立
替
納
付
を
行
う
も
の
で
す
。
（
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
、
直
接
納
付
い
た

だ
く
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
希
望
の
場
合

は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

（
�
６
５
５
・
０
２
０
０
）
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�������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������４４月月かからら公公共共下下水水道道使使用用開開始始

公共下水道は、４月から奥野地区の一部で供用を開始します。下水道使用までの
手順についてご説明します。

排排水水設設備備工工事事のの手手順順

工事の依頼 町へ申請書提出契約設計・見積 ��

最初に「指定工事店」を決めてください。
（指定工事店については、下水道課窓口掲示の指定工
事店一覧表または町のホームページをご覧ください。）
指定工事店が調査、設計、見積りをします。便器の
種類、工事の方法、費用、支払い条件など十分に打ち
合わせを行い、契約をしましょう。

「指定工事店」は、排水設備工事の
申請書を作成し、町に提出します。
同時に受益者申告書と普及促進助
成金交付申請書も提出します。
申請書には、あなたの署名と押印
が必要です。

着 工 完 成申請書審査 ��
町では、申請書の内容が適正かどうかを
審査します。
町の審査を受けた後でなければ、工事
に着手できません。
※工事は４月以降に行ってください。

指定工事店は、工事に取りかかります。
排水設備工事は、２～３日程度で終わります。

町の検査�

工事が終わると町が完了検査をします。
完了検査は、基準どおりに工事が行わ
れたかどうか検査するものです。

検査済証の交付�
検査に合格すると検査済証が交付され
ます。
下水道使用開始

問 下水道課（�６３７・３１２３）
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����������������������������������������

勉
学
に
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
高
校
生
、
大
学
生

に
対
し
て
奨
学
金
を
貸
付
す
る
こ
と
に
よ
り

修
学
の
機
会
を
確
保
し
、
人
材
を
育
成
す
る

奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
次
の
学
生
が
申
請
で
き
ま
す
。

（
１
）
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ

る
こ
と
。

（
２
）
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学

に
平
成
２１
年
度
入
学
予
定
者
で
あ
る
こ
と
。

（
３
）
平
成
１８
年
度
以
降
の
入
学
で
現
在
、

大
学
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

（
４
）
平
成
１９
年
度
以
降
の
入
学
で
現
在
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
に
在
学
し
て
い

る
こ
と
。

（
５
）
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

※
一
定
の
所
得
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（
金
額
は
平
成
１９
年
度
参
考
で
す
。
家
族
構

成
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

（
例
）
４
人
世
帯
（
子
２
人
）
の
目
安
所
得

所
得
２
、
８
０
０
、
０
０
０
円
以
下

（
賃
貸
住
宅
の
居
住
の
場
合
）

所
得
３
、
２
０
０
、
０
０
０
円
以
下

○
貸
付
月
額

高
校
８
、
０
０
０
円
・
県
内
大
学
１
３
、

０
０
０
円
・
県
外
大
学

２
０
、
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
利
息

無
利
息
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
正
当
な
理

由
が
な
く
期
日
ま
で
に
返
還
し
な
か
っ
た
と

き
は
、
年
７
・
２５
％
の
延
滞
利
息
が
日
数
に

応
じ
て
加
算
さ
れ
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
指
定
の
申
請
書
（
教
育
委
員
会
に
備
え

て
い
ま
す
。）

・
在
学
証
明
書

（
平
成
２１
年
４
月
１
日

以
降
証
明
分
）

・
連
帯
保
証
人
（
父
母
で
も
可
）
及
び
保

証
人
（
同
一
世
帯
で
な
い
第
三
者
）
が
必
要

○
申
請
期
限

平
成
２１
年
４
月
３０
日
（
木
）

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

奨奨
学学
生生
のの
募募
集集

狂
犬
病
は
、
人
や
家
畜
、
野
生
動
物
に
も

感
染
し
、
発
病
す
る
と
致
死
率
が
１
０
０
％

と
い
わ
れ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
日
本
国

内
の
動
物
で
は
昭
和
３２
年
以
降
発
生
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
世
界
中
で
は
毎
年
５
０
、
０

０
０
人
以
上
の
人
が
、
狂
犬
病
に
よ
り
死
亡

し
て
い
ま
す
。
国
際
交
流
の
盛
ん
な
現
代
社

会
に
お
い
て
は
、
い
つ
日
本
に
侵
入
し
て
き

て
も
全
く
不
思
議
で
は
な
い
状
況
だ
と
い
え

ま
す
。

あ
な
た
の
家
族
や
愛
犬
を
こ
の
病
気
か
ら

守
る
た
め
に
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
毎
年
一

回
接
種
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬
を

飼
い
始
め
た
と
き
や
ま
だ
登
録
を
受
け
て
な

い
場
合
は
、
犬
の
登
録
を
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
一
度
登
録
を
す
る
と
そ
の
犬
の
生
涯
に

わ
た
っ
て
有
効
で
す
。

な
お
、
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
犬
の

所
在
地
が
変
わ
っ
た
と
き
、
飼
い
主
が
変
わ

っ
た
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

○
狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料
は
、
一
頭
に

つ
き
３
、
０
０
０
円
で
す
。

○
生
後
９１
日
以
上
の
犬
が
対
象
で
す
。

○
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
一
回
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

○
当
日
は
犬
の
登
録
も
受
け
付
け
ま
す
。

登
録
料
金
は
、
一
頭
に
つ
き
３
、
０
０
０
円

で
す
。

問
保
健
衛
生
課（

�
６
３
７
・
３
１
１
５
）

狂狂
犬犬
病病
予予
防防
注注
射射
とと
犬犬
のの
登登
録録

平平成成２２１１年年度度 狂狂犬犬病病予予防防注注射射実実施施日日程程表表

場 所

JA 板野郡住吉支所

馬木地福寺前

西部児童館

藍翠苑

乙瀬老人憩の家

富吉八幡神社前

JA板野郡藍園支所

徳命児童館

新居須集会所前

住吉神社

小塚公民館前

勤労青少年ホーム

時 間

１０：００～１０：３０

１０：４０～１１：１０

１１：２０～１１：５０

１３：００～１３：３０

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

午

前

午

後

月日

４
月
１４
日
�

場 所

JR 勝瑞駅前

勝瑞児童館

江ノ口児童館

徳命老人憩の家

四軒屋諏訪神社前

敷地八坂神社前

東中富児童館

奥野児童館

富吉児童館

春日神社

正法寺西側

笠木杉尾神社前

時 間

１０：００～１０：３０

１０：４０～１１：１０

１１：２０～１１：５０

１３：００～１３：３０

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

午

前

午

後

月日

４
月
１５
日
�
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ララ
イイ
オオ
ンン
ズズ
公公
園園
完完
成成

こ
の
た
び
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
西
側
（
商
工

会
館
南
側
）
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
森
が
整
備
さ

れ
ラ
イ
オ
ン
ズ
公
園
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。

既
存
の
桜
・
エ
ノ
キ
等
の
樹
木
を
生
か
し

中
央
に
大
き
な
石
組
み
ベ
ン
チ
設
置
、
随
所

に
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ア
ー
を
配
置
し
た
開
放
的
な

公
園
に
な
り
ま
し
た
。

木
々
が
大
き
く
枝
を
広
げ
て
芽
吹
き
始
め

て
い
ま
す
。
桜
の
開
花
が
楽
し
み
で
す
。

今
回
の
公
園
整
備
に
、
藍
住
町
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
様
か
ら
寄
付
金
を
、
サ
ン
電
子
工

業
（
株
）
様
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
２
基
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人人権権教教育育研研修修会会
３月１日（日）、町民シアターで板野郡人権教育研修会が開催

され、約１３０人の方が参加しました。
研修会では、「ありのままの私を生きるために」と題して、

京都府立高校教員、土肥いつきさんが講演を行いました。
土肥さんは、小さい頃から「女性になりたい」という自分の

気持ちを抑えられず「女装」することで心のバランスをとりな
がら生きてきました。そんな自分を好きになれず、葛藤する日々
が続いていましたが、「トランスジェンダー１）」と言う言葉に

出会い、自分がセクシャルマイ
ノリティー２）であるということ
に気付き、新しい生き方を見つ
けました。研修会では、その時
までの心の葛藤やこれまでの生
い立ちを、ユーモアを交えなが
ら明るく話していただきました。
『自然は、多様性を好む、し

かし、社会はそれを嫌う』土肥さんが大好きだというこの言葉
に、すべての人が自分らしく幸せに生きることができる町づく
りについて、深く考えることのできた研修会となりました。
１）トランスジェンダー 生まれながらの性別を越境して生きること

２）セクシャルマイノリティー 性的少数者（同性愛者、両性愛者、半

陰陽者、トランスジェンダー等が含まれる）

板
野
東
部
消
防
組
合
で
は
、
住
民
に
対
す

る
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て

意
識
が
な
く
な
り
呼
吸
や
心
臓
が
止
ま
っ
た

人
に
対
し
て
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
正
し
い

応
急
手
当
て
を
実
施
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
救
急
効
果
の
よ
り
一
層

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
心
肺
蘇
生
法
に
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
取
り
入

れ
た
普
通
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

前
回
の
講
習
修
了
後
、
２
年
か
ら
３
年
経

過
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
救
命
講
習
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
方
は
、
こ
れ
を
機
会
に
救
命

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
あ
な
た
の
応

急
手
当
て
が
尊
い
命
を
救
う
の
で
す
。

講
習
内
容

①
呼
吸
や
脈
拍
が
触
れ
な
く
な

っ
た
傷
病
者
に
対
し
て
行
う
心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
も
含
む

②
大
出
血
時
の
止

血
法

講
習
時
間

３
時
間

講
習
日
時

４
月
１９
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

講
習
場
所

板
野
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部

（
北
島
町
北
村
字
大
開
１１
番
地
１
）

定

員

３０
人
（
先
着
順

松
茂
、
北
島

藍
住
町
民
）

申
込
者
が
１０
人
以
下
の
場
合
は
次
回
開
催

日
の
受
講
と
な
り
ま
す
。

講
習
締
切

講
習
日
の
一
週
間
前

受

講

料

無
料

※

事
業
所
、
町
内
会
、
各
種
グ
ル
ー
プ
等

に
お
い
て
、
参
加
人
員
１０
人
以
上
に
つ
い
て

は
随
時
受
付
し
ま
す
。

（
実
施
場
所
、
時
間
等
に
つ
い
て
も
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。）

※

講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
救
命

講
習
修
了
証
を
発
行
い
た
し
ま
す
。

申
・
問
板
野
東
部
消
防
組
合
警
防
課

（
�
６
９
８
・
９
９
０
３
）

救救
命命
講講
習習
会会
開開
催催

『『
家家
族族
やや
近近
くく
にに
いい
るる
人人
がが
、、
突突
然然
意意
識識
がが
なな
くく
なな
りり
倒倒
れれ
たた
らら

どど
うう
しし
まま
すす
かか
？？
』』

心
肺
蘇
生
法

自
動
体
外
式
除
細

動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
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������������������������������
������������������������������
������������������������������人人権権講講座座２２００００８８～～行行動動ににつつななががるる学学びびのの場場ととししてて～～

本年度も全６回の人権講座が修了しました。「学びの多い楽しい講座でしたよ！」

という声が講座生のみなさんから届いています。みなさんの感想から、６回の人権

講座の内容をご紹介します。

第２回９月９日（火） 人権課題：障害者問題

「心のバリアフリー」
第１回７月８日（火） 人権課題：インターネット

「インターネットと子どもたち」
体験を交えて話していただいたなかで、「ハ
ード・社会・ソフトの３つのバリアを同時に
なくすために一番大切なのは、子どもの時の
教育だ」という久保さ
んの言葉が胸をうちま
した。今日の話を私自
身の生活や行動に生か
していきたいです。

親の知らないメル友・携帯依存症の子ども
たちが多くなってきていることに驚かされま
した。「親子での携帯モラルやルールの話し
合い」や「有害サイト
アクセス制限サービ
ス」の利用、そして何
よりも、心のフィルタ
リングをかけることが
大切だと気づきました。 講師：久保修さん講師：上田託也さん

人権標語
第４回１１月１５日（土） 人権課題：ハンセン病

★現地研修場所：岡山長島愛生園
第３回１０月２８日（火） 人権課題：ハンセン病

「ふるさとへ帰りたい～無知からの差別・偏見～」藍住東中学校生徒作品
とても美しい長島愛生園。でも、フィール
ドワークで聞いた歴史に胸がしめつけられま
した。金さんからは、差別を乗り越えてきた
“強さと厳しさ”そし
て、人を包み込むよう
な“あたたかさとぬく
もり”を感じることが
できました。

無知から生まれる偏見・差別の恐ろしさを
改めて感じました。今、私にできることは、
ハンセン病をはじめ様々な人権問題に対する
認識を深め行動するこ
と、そして、正しいこ
とを子どもにしっかり
と伝えていくことだと
思います。

や
め
よ
う
悪
口

傷
は
消
え
て
も

言
葉
は
残
る

２
年

尾
崎

瑠
美

明
る
い
未
来

育
む
力
は

僕
ら
の
良
心

２
年

高
曽
根
遥
香

人
権
は

み
ん
な
の
心
の

法
律
だ

３
年

住
田

雄
佑

差
別
を
な
く
す
の
は

世
界
共
通
の
課
題

３
年

西
村

昭
人

ど
う
し
た
の

困
っ
て
い
る
子
に

声
を
か
け
よ
う

３
年

森

広
夢

み
ん
な
あ
る

小
さ
な
勇
気
が

大
き
な
力

３
年

長
谷
川
寛
之

講師：金泰九さん講師：十川勝幸さん

第５回１２月１６日（火） 人権課題：同和問題
「きよちゃんの人権ばなし」

第６回１月２０日（火）人権課題：講座のふりかえり
～ミニ講演会＆人権講座２００８ふりかえり～
「読みきかせと私と人権啓発」結婚差別の話の中で「差別をなくしていく

には、怒っているだけではだめ。人を変えて
いくために、自分の生き方を変えていかなけ
れば」という言葉が心
に残りました。ギター
をかかえてのコメント
の数々。これからもこ
ういう講座があるとい
いと思いました。

差別に気づくには、幼い頃から豊かな感性
を育むことが大切で、絵本もその一つになる
ことがわかりました。
今年も人権講座に参加
できて良かった…講師
の方々の話や出会いか
ら、私自身が少し変わ
ってきたように思いま
す。講師：森本喜代貴さん 講師＆司会：漆原初恵さん

来年度も、この人権講座を『行動する力』のもととな

る「知る」「感じる」「考える」力を育てていけるような充

実した内容にしていきたいと思っています。みなさんの

ご参加を期待しています。

藍住町人権教育推進協議会 運営部会会長 漆原初恵
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募募

集集

料料
理理
・・
おお
菓菓
子子
教教
室室

前前
期期
受受
講講
生生
募募
集集

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
４
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
季
節
感
あ
ふ
れ
る
お
料
理
、
お
菓
子
作

り
の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
カ
ロ
リ
ー
計
算

を
さ
れ
た
料
理
や
お
菓
子
を
作
っ
て
生
活
習

慣
病
を
予
防
し
ま
せ
ん
か
？
町
内
に
お
住
ま

い
の
女
性
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講

師

佐
藤
絹
代
先
生

〇
料
理
教
室

受
講
期
間

４
月
９
日
（
木
）
〜
９
月
１０
日
（
木
）

毎
月
第
２
木
曜
日
・
午
前
９
時
か
ら

募
集
人
数

２０
人

受

講

料

無
料

（
材
料
費
・
３
、
０
０
０
円
）

受
付
期
間

３
月
１８
日
（
水
）
か
ら

〇
お
菓
子
教
室

受
講
期
間

４
月
２３
日
（
木
）
〜
９
月
２４
日
（
木
）

毎
月
第
４
木
曜
日
・
午
前
９
時
か
ら

募
集
人
数

２０
人

受

講

料

無
料（
材
料
費
３
、０
０
０
円
）

受
付
期
間

３
月
１８
日
（
水
）
か
ら

○
両
講
座
へ
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
が
、

参
加
は
全
課
程
受
講
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

ま
た
、
材
料
費
は
前
納
し
て
い
た
だ
き
、
休

ま
れ
た
場
合
も
返
金
し
ま
せ
ん
。

○
初
め
て
の
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
応
募
人
数
が
極
端
に
少
な
い
場
合
は
、
開

講
で
き
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

○
材
料
等
の
都
合
に
よ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
が
変

更
に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
。

○
開
講
間
近
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、

代
理
の
方
を
探
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
・
問
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
６
２
６
６
）

スス
トト
レレ
ッッ
チチ
体体
操操
＆＆

ニニ
ュュ
ーー
スス
ポポ
ーー
ツツ
講講
習習
会会

�
の
び
の
び
〜
と
ス
ト
レ
ッ
チ
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
♪
�

日

時

３
月
２３
日
（
月
）

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

場

所

体
育
セ
ン
タ
ー

内

容

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ペ
タ
ン
ク
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

参
加
費

無
料
（
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
）

＊
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

主

催

町
体
育
指
導
委
員
会

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

平平
成成
２２１１
年年
度度
町町
ソソ
フフ
トト
ボボ
ーー
ルル

協協
会会
登登
録録
チチ
ーー
ムム
募募
集集
！！

対
象
チ
ー
ム

町
内
在
住
・
在
勤
者
を
含
み
結
成
さ
れ
た

チ
ー
ム

※
た
だ
し
、
代
表
者
は
必
ず
町
内
在
住
者
で

あ
る
こ
と

申
込
締
切

３
月
２６
日
（
木
）

登

録

料

年
間
４
０
、
０
０
０
円

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

技技
能能
検検
定定
試試
験験

日
時
・
場
所

６
月
〜
９
月
に
か
け
て
、
実
技
試
験
と
学

科
試
験
が
県
内
各
会
場
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

職

種

園
芸
装
飾
な
ど
２９
職
種

申
込
期
間

４
月
２
日
（
木
）
〜
１５
日
（
水
）

受
付
場
所

県
職
業
能
力
開
発
協
会
、
鳴
門

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
牟
岐
町
商
工
会

問
県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
�
６
６
３
・
２
３
１
６
）

情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報NNNNNNNNNNNNNNNNNOOOOOOOOOOOOOOOOOWWWWWWWWWWWWWWWWW
町の掲示板
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平平成成２２１１年年度度前前期期ココミミュュニニテティィセセンンタターー教教養養講講座座募募集集��
受講期間：４月１日（水）～９月３０日（水）

受講資格：町内在住または在勤者で２０歳以上の方（学

生を除く）

申込期間：３月１６日（月）～２２（日）

午前９時～午後５時

☆各講座、定員を超えた場合は、初めての方を優先し

て抽選を行います。当選者の方には３月３１日までに書

面で通知します。

☆応募者が少ない講座は、開講しないことがあります。

☆フラワーアレンジメント講座は、１年間の受講とな

ります。茶道講座は、前期・後期各１０回（予定）となり

ます。

☆各講座は、材料費等が別途に必要となります。

☆受講日は、都合により変更する場合があります。

☆申込期間以降も、定員に余裕のある講座は受付を行

います。

申・問 コミュニティセンター（�６３７・３１３０）
（火曜日休館）

教育委員会（�６３７・３１２８）（火曜日のみ）

ススポポーーツツ少少年年団団 団団員員募募集集
対 象 町内在住の小学生～高校生（団によって異なります）

申・問 各団の連絡先または教育委員会（�６３７・３１２８）

備考

受講料１年分

受講回数１０回

受講回数１０回

場所

研修室

研修室

藍工房

藍工房

研修室

研修室

和 室

和 室

藍工房

藍工房

研修室

受講料

３，５００円

３，５００円

５，０００円

３，５００円

４，０００円

４，５００円

４，０００円

４，０００円

２，５００円

２，５００円

４，０００円

定員

２０人

１５人

１０人

１０人

１５人

１０人

７人

７人

２０人

２０人

１５人

時間

午後３時３０分～
４時３０分

午後４時３０分～
５時３０分

午後７時３０分～
９時

午後７時～
９時

午後３時～
５時

午前１０時～
１１時３０分

午後２時～
４時

午後６時～
８時

午後２時～
４時

午後７時３０分～
９時３０分

午後７時～
８時３０分

曜日

第１・３
土曜日

第１・３
土曜日

第２
月曜日

第１・３
金曜日

第２・４
土曜日

毎週
土曜日

第２・４
金曜日

第２・４
金曜日

第１・３
木曜日

第２・４
木曜日

第２・４
木曜日

講座名

民謡
（唄）

民謡
（三味線）

フラワー
アレンジメント

陶芸
（初級）

文化箏
（入門）

中国語
（入門）

茶道
（裏千家）

いけばな
（小原流）

いけばな
（嵯峨御流）

楽しいハーブ＆
アロマクラフト

入団連絡先

６９２・７０３６

６９２・４８２９

６４１・２５２８

６９２・８４５３

０９０・１５７２・３３２９

６９２・５７８０

６９２・５１６８

６９２・２０５２

６７２・５３６８

６９２・７７４７

６７２・６９７５

重見 高博

白川 潔

藤本 伸

野口 章一

久米 靖二

原 多三夫

藤本 健治

藍原 実

山添 栄次

賀治 達也

米田 耕一

団 名

藍住フェニックス

藍 住 ち ど り

藍 住 エ ン ジ ェ ル

徳島ムーミンクラブ

藍 愛 ク ラ ブ

藍 住 剣 道

合 気 道 藍 住

藍 住 真 導

日 本 拳 法 藍 住

少 林 寺 拳 法 藍 住

板野プリマヴェーラFC

種 目

バスケットボール

女子ソフトボール

バドミントン

卓 球

剣 道

合 気 道

柔 道

日 本 拳 法

少林寺拳法

女子サッカー

入団連絡先

６９２・７７２７

６９２・７４１７

６４１・０３８３

６４１・３６６２

６９２・９３１９

６９２・８６７４

６９２・５２６６

６９２・０３７２

６９３・１２１６

６７２・６５０６

６９２・６１０１

６４１・１９９６

６９２・３６７８

渡辺 英二

矢野 克浩

新田 耕資

笹田 善弘

松尾 一志

吉原 良司

中島 博

佐伯 雄太

大西 寛彦

大西 幸和

平田 誠

鍋島 龍夫

北野 裕史

団 名

藍住南タイガース

藍住西ファイターズ

藍 住 北 キ ン グ

藍住東ジャイアンツ

藍 住 西 イ レ ブ ン

藍 住 北 サ ッ カ ー

オスト少年サッカークラブ

藍 住 南 FC

藍住南ジュニアバレー

藍住西ジュニアエース

藍 住 北 斗 七 星

藍 住 東 JVC

ア タ ッ ク 藍 住 JVC

種 目

野 球

サ ッ カ ー

女子バレーボール

１１ №７７７■ 広報あいずみ
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相相

談談

ここ
ここ
ろろ
のの
相相
談談
窓窓
口口

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
と
じ
」

（
�
６
９
４
・
６
６
０
６
）

・
「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」

（
�
６
８
５
・
５
５
２
４
）

・
保
健
セ
ン
タ
ー（

�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

○
精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
み
れ
・
あ

い
ず
み
作
業
所
」（
�
６
９
３
・
０
０
３
２
）

高高
齢齢
者者
のの
相相
談談
窓窓
口口

○
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る

こ
と

○
高
齢
者
の
虐
待
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ

っ
た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

○
近
所
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配

等
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）（
�
６
３
７
・
３
１
７
５
）

法法
テテ
ララ
スス
徳徳
島島

無無
料料
法法
律律
相相
談談

日
時

４
月
１０
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

徳
島
弁
護
士
会
館
５
階

＊
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

＊
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相
談
が

必
要
と
思
わ
れ
る
方
は
、
「
資
力
基
準
」
に

該
当
す
る
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

収
入
等
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

問
法
テ
ラ
ス
徳
島

（
�
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
５
７
５
）

催催
しし
物物
・・
そそ
のの
他他

裁裁
判判
員員
制制
度度
開開
始始
５５５５
日日
前前

夜夜
桜桜
法法
廷廷

日

時

３
月
２７
日
（
金
）

午
後
６
時
３０
分
〜
８
時

内

容

裁
判
官
に
よ
る
制
度
説
明
、
裁

判
員
裁
判
法
廷
の
開
放
（
桜
周
辺
等
）
等

定

員

６０
人

申
込
期
限

３
月
１９
日
（
木
）
消
印
有
効

申
込
方
法

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
載
（
１
枚
に
つ
き
３
人
ま
で
申
込

可
能
）

申
・
問
徳
島
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

（
�
６
５
２
・
３
１
４
１
）

〒
７
７
０－

８
５
２
８

徳
島
市
徳
島
町
１

－

５

図
書
館
の
行
事

★
お
は
な
し
会

毎
週
日
曜
日

午
後
２
時
か
ら

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

３
月
２５
日
（
水
）
・
４
月
８
日
（
水
）

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

★
井
隈
読
書
会

４
月
２
日
（
木
）

午
前
１０
時
か
ら

＜

４
月
の
課
題
図
書＞

「
人
生
の
目
的
」

五
木

寛
之
著

★
日
下

遙
ち
ゃ
ん
（
６
歳
）
詩
集
展

開
催
期
間

４
月
５
日
（
日
）
〜

５
月
２
日
（
土
）

◎
休
館
日

毎
週
月
曜
日

３
月
２０
日
（
金
）

図
書
整
理
日
・
・
・
・
３
月
１９
日
（
木
）

問
図
書
館
（
�
６
９
２
・
０
０
７
０
）

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍
のののののののののののののののののののののののののの
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

達
磨
絵

横
山
天
然
の
世
界
展

期

間

４
月
４
日
（
土
）
〜
２９
日
（
水
）

主

催

藍
の
館
・
徳
島
県
立
博
物
館

近
代
に
お
け
る
徳
島
の
禅
僧
、
横
山
天
然

に
つ
い
て
は
、
県
内
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
横
山
天
然
に
対
す

る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

大
谷
焼
陶
芸
教
室

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日

時

４
月
４
日
（
土
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

費

用

一
点
で
２
、
１
０
０
円

（
土

代
・
釉
薬
代
・
焼
成
代
を
含
む
）

定

員

３５
人
（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

陶
芸
教
室
指
導

大
谷
焼
窯
元

森
陶
器
㈱

申
・
問
藍
の
館（

�
６
９
２
・
６
３
１
７
）

○ホームゲームご案内

３月２１日（土）１３：００～ VS ロアッソ熊本

３月２９日（日）１４：００～ VS FC岐阜

４月１０日（金）１９：００～ VS サガン鳥栖

○試合会場 ポカリスエットスタジアム

広報あいずみ■ №７７７１２
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いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききササササササササササササササササササササササササロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
藍 住 歌 壇

地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チ
ェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

や
わ
ら
か
な
春
の
ひ
か
り
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
梅
の
里
山
歌
詠
み
あ
ゆ
む

岡
田

博
子

お
だ
や
か
な
水
面
に
遊
ぶ
鴨
の
群
れ
ち
ど
り
橋
よ
り
し
ば
し
眺
む
る

木
元

由
美

ひ
い
な

き
さ
ら
ぎ
の
佳
き
日
選
び
て
雛
た
て
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
児
の
来
る
を
待
つ

山
本

藍
香

水
色
の
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
の
花
散
り
て
巣
立
ち
の
季
節
さ
ざ
波
の
ご
と
し

四
宮

千
代

山
羊
た
ち
は
犬
の
首
輪
で
つ
な
が
れ
て
メ
エ
と
も
鳴
か
ず
裏
庭
に
お
り

永
田

愛

大
型
の
ダ
ン
プ
に
道
を
ゆ
ず
ら
れ
て
単
調
な
り
し
家
事
の
楽
し
も

青
木
み
ど
り

ふ

う
ぐ
い
す

四
十
年
住
み
古
る
家
に
友
は
来
て
鶯
張
り
ね
と
床
踏
み
鳴
ら
す

大
塚

容

ば
ら
ず
し

休
日
に
姉
と
い
そ
い
そ
作
り
い
る
春
の
野
山
の
よ
う
な
散
鮨

山
本
枝
里
子

住所・年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）

を行っています。
問 社会福祉協議会（�６９２・９９５１）保健センター（�６９２・８６５８）

おおくくややみみ申申しし上上げげまますす
（氏名） （年齢） （住 所）

�田 実美 ６１歳 矢上字江ノ口

吉田 マス子 ７５歳 笠木字中野

原 キヌ ９１歳 徳命字小塚北

平沼 穰一 ６４歳 奥野字和田

東條 鶴子 ７２歳 奥野字前川

安崎 安十郎 ９０歳 東中富字龍池傍示

井形 葉名美 ９８歳 勝瑞字西勝地

青木 悦子 ７７歳 徳命字前須西

犬伏 勝人 ８３歳 東中富字権現傍示

矢野 修 ７５歳 乙瀬字江口

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんににににににににににににににににににににににににににににちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちはははははははははははははははははははははははははははは赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

（子の氏名） （ふりがな）（性別） （父） （母） （住 所）

中木 幸正 （こうせい） 男 健 太 ・ 知 佳 奥野字乾

長谷川ゆら良 （ゆらら） 女 功一郎 ・ 圭 希 徳命字元村

松原 瑚子 （こ こ） 女 智 文 ・ 千賀子 乙瀬字青木

松本 心優 （み ゆ） 女 義 道 ・ 麻 衣 勝瑞字正喜地

坂本 優翔 （ゆうと） 男 耕一郎 ・ 恵 住吉字若宮

谷 寛太 （かんた） 男 圭 司 ・ 桃 子 住吉字千鳥ヶ浜

竹原 叶稀 （と き） 男 正 美 ・ 晶 子 矢上字北分

瀧本 結花 （ゆいか） 女 浩 二 ・ 朋 美 奥野字西中須

坂本 星良 （せ ら） 男 将 ・ 美 乃 住吉字神蔵

山王美結菜 （みゆな） 女 章 ・ 宏 美 乙瀬字中田

阿部 大慈 （だいじ） 男 貴 大 ・ 加奈子 矢上字春日

美馬 梢吾 （しょうご） 男 幸 生 ・ 令 子 住吉字若宮

川崎 稟心 （り こ） 女 良 ・ 麻 衣 勝瑞字正喜地

大形 洋樹 （ひろき） 男 竜 則 ・ 佳 奈 勝瑞字正喜地

江戸田勇舞 （ゆうま） 男 純 一 ・ 恵理子 矢上字原

本田悠一朗 （ゆういちろう） 男 守 ・ 恵 美 富吉字富吉

酒井 煌人 （あきと） 男 芳 明 ・ 弘 恵 徳命字元村

坂部 秀斗 （しゅうと） 男 秀 行 ・ 浩 子 東中富字鑓場傍示

地地域域のの子子どどももはは、、
地地域域でで守守りり育育ててままししょょうう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議

藍住町民生児童委員協議会

板野西部青少年補導センター

内 容

健康チェック
輪投げ・室内ゲーム

健康チェック
健康体操

健康チェック
健康体操

健康チェック
健康体操

健康チェック
室内ゲーム

健康チェック
健康体操

健康チェック
健康体操

健康チェック
カラオケ

健康チェック
健康体操

場 所

住吉老人憩の家

江ノ口老人ルーム

乙瀬老人憩の家

奥野老人憩の家

東中富老人憩の家

富吉老人憩の家

東部老人憩の家

西部老人憩の家

徳命老人憩の家

時 間

午前９時３０分～１１時

午前９時３０分～１１時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

曜日

月

水

月

月

金

水

月

火

水

開催日

３月１６日

３月１８日

３月２３日

３月２３日

３月２７日

４月１日

４月６日

４月７日

４月１５日

★

★

22月月
★

★

★

１３ №７７７■ 広報あいずみ



西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ
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２
月
２５
日
、
町
民
会
館
で
町
シ
ル
バ
ー
大
学
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
板
野
警
察
署

小
林
交
通
課
長
か
ら
、
「
２
月
現
在
、
全
国
で
交
通

死
亡
事
故
件
数
が
最
も
多
い
の
が
徳
島
県
で
あ
る
。

中
で
も
高
齢
者
の
方
が
巻
き
込
ま
れ
る
割
合
が
高
く

日
ご
ろ
か
ら
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
も
急
増
し

て
お
り
、
身
内
に
確
認
を
と
る
、
家
族
に
相
談
す
る

な
ど
で
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
交
通
安
全
教
育
指
導
員
で
結
成
さ
れ
た

「
ひ
ま
わ
り
劇
団
」
に
よ
る
交
通
安
全
劇
が
行
わ
れ

交
通
事
故
防
止
に
は
、
交
通
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、
夕
暮
れ
時
に
は
自
分

の
存
在
を
気
付
い
て
も
ら
う
た
め
に
も
反
射
材
を
身

に
つ
け
て
く
だ

さ
い
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

交
通
事
故
の

な
い
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
を

目
指
し
て
、
車

を
運
転
す
る
方

ま
た
歩
行
者
・

自
転
車
の
方
も

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

交交
通通
ママ
ナナ
ーー
やや
ルル
ーー
ルル
をを

守守
りり
まま
しし
ょょ
うう
！！

増田クリニック
じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック TEL：０８８‐６９３‐３０２０

藍住町役場東５００m
診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

禁煙指導・特定健診承ります
TEL０８８‐６８３‐３９８７（サンキューハナ）

●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科・
ペインクリニック内科

マルナカ成長店 南２００m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

予約専用電話 088‐683‐3381（ミミハイチバン）

広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報ああああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

４月１日から平成２２年３月３１日までの広告主を募集

しています。詳細については、HPをご覧になるか、

下記までお問い合わせください。

「広報あいずみ広告主」

広告枠 １枠 ６０㎜×９０㎜

広告料 １回１枠 １８，０００円

申・問 企画調整課（�６３７・３１２４）

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

確確 認認 先先

掲載ページ

２ページ

４ページ

広報あいずみは、新聞折り込み・郵送でお届け
しています。
もし、ご近所で広報が届いていないお宅があり
ましたら企画調整課（�６３７・３１２４）までお知
らせください。

エーアイ
テレビの掲載

○

ＨＰの掲載

○

担当課へのお問い合わせ
電話番号

６３７・３１１５

６３７・３１１１

担 当 課

保 健 衛 生 課

総 務 課

記 事 名

国民健康保険証がカー
ドになります
町民交通傷害保険加入
者募集中

土

○
５：３０
まで

金

○

○

木

○

／

水

○

○

火

○

○

月

○

○

診療時間

午前９：００～１２：３０

午後２：３０～６：３０

土

○

金

○
○

木

○
○

水火

○
○

月

○
○

診察時間

８：４５～１２：００

１４：３０～１８：３０

広報あいずみ 毎月１５日新聞折り込みで
ＡＩテレビ 静止画放送
町政だより 毎月第１木曜日徳島新聞に掲載
ホ－ムペ－ジ URL http : //www.town.aizumi.tokushima.jp

E-mail aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

ま
ち
の
情
報
は

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広報あいずみ■ №７７７１４


